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編　集　後　記

京都大学大学院文学研究科西洋史学専修の今年度の西洋古代史分野研究成果報告書『西洋
古代史研究』をお届けいたします。編集子は、他の原稿との関係で「コラム」しか書けませ
んでしたが、編集子の授業「西洋古代史演習」の今の出席者と昔の出席者の皆さんが寄稿し
てくださったおかげで、ヴァラエティに富む号となりました。最近、多忙と老化のためか、
編集子はなかなか一人では勉強できなくなりました。そのため、昨年末、編集子を主たる指
導教員として大学院博士後期課程を満了された方々をメンバーとする小さな研究会を立ち
上げ、一緒に勉強させてもらう機会を作りました。この雑誌の編集と同様、「老いては子に
従え」の心境で学ばせてもらっています。
ところで、編集子は現在、京都大学所属の西洋史関係教員 10 名とともに、来年 5月 11
日、12 日に京都大学で開催される日本西洋史学会第 63 回大会の開催準備をしています。お
かげさまで数多くの自由論題報告の申し込みをいただき、また第 1日目の全体シンポジウム
とともに、第 2日目に 6つの小シンポジウムをおこなうことも決まり、全国から西洋史研究
者の皆様に足を運んでいただくにふさわしい大会になりそうで、喜んでいます。古代史につ
きましては、編集子自身が企画する小シンポジウムを予定しています。「日本の西洋古代史
研究：回顧と展望―独自性と国際性、貢献をめぐって―」と題して、4名の御報告と 1名の
コメントを基に討論したいと考えています。本誌の読者の皆様には、ぜひ大会にご参加くだ
さるようにお願いいたします。 （南川高志）
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